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１．アメリカの家族の物語

　アカデミー賞を５部門で獲得した『サウンド・
オブ・ミュージック』（The Sound of Music, 1965）
は，ハリウッドが制作してきたミュージカル映画
のなかでも特別な位置を占めている。本作は初公
開後，映画館での再上映はもとより，テレビ放映
が幾度となく繰り返され，ヴィデオテープを手始
めに，レーザーディスク，DVD，そしてブルー
レイなど，新たな家庭用の映像ソフトが開発され
る度に新装版が制作されてきた。それだけではな
く，制作後の節目の年には，様々な特典を付けた
特別版も作られてきた。つまり，それらを買い求
める人々が数多く存在するということである。こ
のような異例とも言える扱いをされているミュー
ジカル映画は他に例がない。『サウンド・オブ・
ミュージック』と同じく，ロバート・ワイズ
（Robert Wise）が監督を務めた，アカデミー賞10
部門受賞作の『ウエスト・サイド物語』（West 
Side Story, 1961）ですらも，これほどの厚遇を受
けてはいない。
　映画『サウンド・オブ・ミュージック』は，大
きな副産物を作りだしたことでも特筆される。物
語の舞台となったオーストリアのザルツブルクで
は，その初公開の翌年の1966年には早くも，ア
メリカン・エクスプレス社が，映画のゆかりの地
をめぐるツアーを開始している。そして，同種ツ
アーの現在の最大手，パノラマ・ツアーズ社が提
供している各種のコースには，年間およそ５万人
の参加者があるという（Maslon 172）。このよう
な数字に見られる，所謂「サウンド・オブ・ミュ
ージック・ツアー」の隆盛は，公開から半世紀の

時を経ても，本作が根強い人気を有している証で
ある。
　ザルツブルクの観光産業に対して，『サウンド・
オブ・ミュージック』は，この街が生んだ天才音
楽家モーツァルトの関連施設や豪華な夏のフェス
ティヴァルなどと並んで，多大な貢献をしてき
た。しかし，本作は初公開の際に，当の現地では
客が入らず，わずか３日間で上映が打ち切られて
いる。また映画版の『サウンド・オブ・ミュージ
ック』は，ブロードウェイで1959年に初演され
た同名のミュージカルをもとにしているが，この
舞台版がザルツブルクで初めて上演されたのは，
21世紀に入ってからと遅く，2011年10月23日の
ことである。この街での公演が例外的に遅かった
というわけではない。首都のウィーンにおける本
作の舞台版の初上演も2005年であったのだ。つ
まり，オーストリアの人々は，この人気ミュージ
カルをなかなか受け入れようとはしなかったとい
うことである。
　『サウンド・オブ・ミュージック』は，リチャ
ード・ロジャーズ（Richard Rodgers）とオスカ
ー・ハマースタイン二世（Oscar Hammerstein II）
の最後の共作となったものである。彼らが創作し
た多くのヒットミュージカルのなかには，シャム
と呼ばれていた19世紀のタイ王国を舞台にした
『王様と私』（King and I, 1951）も含まれている。
この作品は，舞台版，そしてそれをもとにした映
画版共に，タイでは公演・上映が認められていな
い。つまり，『サウンド・オブ・ミュージック』
と同じように，『王様と私』も物語の舞台になっ
た現地の人々は，その内容を受け入れがたいもの
と感じてきたのだ。この両作品は実話を下敷きに
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したという共通点があるが，それゆえに，作中に
描かれた虚構と実像のギャップが，現地の人々に
よるこれらの作品の受容を一層困難にしてきたと
も考えられる1）。
　舞台と映画の２つの『サウンド・オブ・ミュー
ジック』は，トラップ一家という実在の家族を扱
っている。しかし，このミュージカルは，彼らの
祖国であるオーストリアでの1920年代から30年
代の一家の実体験を，1950年代終わりから60年
代半ばにかけて，ブロードウェイとハリウッドと
いうアメリカのエンターテインメント産業の中心
で，語り直すことによって制作されたものなので
ある。そして，本作について考察する場合に忘れ
てはならないのは，トラップ一家が祖国を逃れ，
アメリカ人になることを選択した家族であるとい
うことだ。一家のメンバーが，アメリカへの帰化
申請をしたのは1944年。そして，祖国オースト
リアを離れてから10年後の1948年，彼らはアメ
リカの市民権を得た。ミュージカル『サウンド・
オブ・ミュージック』が作られたのは，そのさら
に10年後のこと。トラップ家が，オーストリア
ではなく，アメリカの家族となってから，既に
20年の年月が流れていた。
　ブロードウェイそしてハリウッドが世に送り出
してきた数多のミュージカル作品は，利潤を求め
る商業的なエンターテイメントである。それゆ
え，多くの人々に受け入れられることが至上命令
となっている。多くの人々を惹きつけるために
は，制作当時のアメリカの価値観は無視できな
い。この小論では，『サウンド・オブ・ミュージ
ック』の制作に関わった人々が，商業的な成功を
目指して，オーストリア出身の「アメリカの家族
の物語」をいかにして作り上げたのかを考えてみ
たい。また，長らくオーストリアで受け入れられ
なかった本作が，21世紀に入って相次いで舞台
上演されたのか，その背景についても考察するこ
とになるだろう。

２．『サウンド・オブ・ミュージック』誕生

　『サウンド・オブ・ミュージカル』は，物語の
ヒロインのモデルである，マリア・アウグスタ・

フォン・トラップ（Maria Augusta von Trapp）が
1949年に出版した回想録『トラップ・ファミリ
ー合唱団物語』（The Story of the Trapp Family 
Singers）に着想を得たミュージカルである。ミュ
ージカルの脚本や映画にも，そのようにクレジッ
トされている。しかし，ミュージカルの成立に
は，同じ回想録を下敷きにして当時の西ドイツで
制作された『菩提樹』（Die Trapp Familie, 1956）
と，その続編である『続・菩提樹』（Die Trapp 
Familie in Amerika, 1958）の存在を無視すること
はできない。
　マリアの回想録をもとにしたこれらの西ドイツ
映画は成功を収め，アメリカでは『菩提樹』と
『続・菩提樹』を１本にまとめた英語の吹き替え
版が作られた。また，パラマウント映画はオード
リー・ヘップバーンを主役とするリメイク版を計
画し，ヴィンセント・Ｊ・ドナヒュー（Vincent J. 
Donehue）に監督を依頼した。２本の映画を視聴
したドナヒューは，ハリウッド版のリメイクより
も，良いアイディアを思いつく。ブロードウェイ
の大スターであった旧知のメアリー・マーティン
（Mary Martin）を主役とする舞台版の制作を思い
立ったのである。さっそく，ドナヒューはマーテ
ィン自身と彼女の夫でプロデューサーをつとめて
いたリチャード・ハリディー（Richard Halliday）
に話を持ち込む。そして，これらの映画を視聴し
た彼らもドナヒューのアイディアに同意し，舞台
版の制作が決まった。マリアの回想録ではなく，
それをもとにした西ドイツ映画が，『サウンド・
オブ・ミュージック』へと繋がる作品の制作の直
接のきっかけとなったのである。
　完成したミュージカルそのものからも，『菩提
樹』の影響は分かる。例えば，物語に登場するト
ラップ家の子供たちの年齢である。『菩提樹』で
は，彼らの年齢が実際よりも引き下げられ，トラ
ップ一家の合唱団は年若い子供たちが主体のグル
ープのように描かれている。『サウンド・オブ・
ミュージック』でも，それが踏襲されているので
ある。実在のトラップ一家がザルツブルクを離れ
た1938年には，劇中の長女のリーズルに相当す
るアガーテは，『サウンド・オブ・ミュージック』
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のなかで歌われるような「もうすぐ17歳」の16
歳ではなく25歳，長男のルーペルトは既に27歳
になっていた2）。
　トラップ一家の物語の舞台版は，当初ミュージ
カルではなく演劇として着想された。脚本の担当
は，ハワード・リンゼイ（Howard Lindsay）とラ
ッセル・クラウス（Russel Crouse）である。劇中
の音楽は，トラップ家が実際に舞台で歌っていた
ものを使用する予定であったが，それらに加え，
マーティンは自身が作中で歌う新たな挿入曲の制
作をロジャーズとハマースタインに依頼した。彼
女は彼らのヒットミュージカルである『南太平
洋』（South Pacific, 1949）のヒロイン，ネリー・
フォーブッシュ役を演じて大成功を収めていた。
　トラップ家の物語を扱った西ドイツ映画の邦題
が，フランツ・シューベルトの歌曲集『冬の旅』
に含まれている「菩提樹」であることに示されて
いるように，一家が舞台で歌っていたのは，クラ
シックやバロックそして教会音楽などであった。
彼らの実際の歌声やレパートリーは，CDなどで
確認できるが，『サウンド・オブ・ミュージック』
のなかの楽曲とは，かなり趣の異なる音楽であ
る。マーティンから新曲の依頼を受けたロジャー
ズとハマースタインは，同一の作品の中で，自分
たちの作品が古くからの名曲と並べられることを
望まなかったこともあり，ある提案をする。計画
中のマーティン主演の演劇をミュージカルへとジ
ャンルを変更し，劇中の楽曲を両名が新たにすべ
て書き下ろすというものある。ただし，彼らのこ
の提案には条件があった。ロジャーズとハマース
タインは当時，サンフランシスコのチャイナタウ
ンを舞台とする『フラワー・ドラム・ソング』
（Flower Drum Song, 1958）の制作中であり，新た
なミュージカルの制作に取り掛かるためには１年
の猶予が必要というものである。マーティンたち
は「待つ」と答えた。
　ミュージカル『サウンド・オブ・ミュージッ
ク』の制作が本格始動したのは1959年の春であ
る。『オクラホマ！』（Oklahoma! 1943）を嚆矢と
する，ブロードウェイ・ミュージカルの黄金期を
支えたロジャーズとハマースタインの共作では，

前者が作曲，後者が作詞と脚本を常に担当してき
た。しかし，当初の演劇版の制作計画からの経緯
もあって，リンゼイとクラウスがそのままミュー
ジカルの脚本も担当することになった。そのた
め，本作はロジャーズとハマースタインの共作の
中で，後者が作詞だけを書いた唯一の作品となっ
た。８月にはリハーサルが開始され，ブロードウ
ェイにおける初演は11月16日にラント = フォン
テーン劇場で行われた。その後，このミュージカ
ルは劇場を変えて1963年６月15日まで1443回の
公演が続けられている。マーティンはマリアとし
て，1961年の10月までブロードウェイの舞台に
立っている。本作は1960年のトニー賞では９部
門にノミネートされ，作品賞や主演女優賞などを
含む６部門で受賞した。そして，アメリカ国内の
ツアーも，1961年から63年にかけて40以上の都
市で行われた。
　『サウンド・オブ・ミュージック』の制作には
40万ドルの費用がかかったが，2320万ドルとい
う記録破りの前売り実績を上げた（Maslon 71）。
試演は概ね好評であった。しかし，観客動員に大
きな影響を与えるニューヨークの有力な批評家の
評価は芳しくはなかった。『ヘラルド・トリビュ
ーン』のウォルター・カー（Walter Kerr）は作品
の持つ「甘ったるさ」，『ニューヨーク・タイム
ズ』のブルックス・アトキンソン（Brooks 
Atkinson）は脚本の「陳腐さ」をそれぞれ問題に
した。このようなネガティヴな評価に関わらず，
観客たちはこのミュージカルを愛した。マーティ
ンは自身の自伝に，「批評家に対して観客が勝利
を収めたものがあるとしたら，それは『サウン
ド・オブ・ミュージック』である」と記している
（Martin 239）。そして，1965年３月にジュリー・
アンドルーズ（Julie Andrews）を主演とする映画
版が公開され，『サウンド・オブ・ミュージック』
の人気は決定的なものになる。
　日本での舞台版の初演は1965年１月２日，映
画版も同年の６月26日に初公開されている。こ
の同じ年にはまた，メアリー・マーティンが，ア
メリカ政府の後援による，ミュージカル『ハロ
ー，ドーリー！』（Hello, Dolly! 1964）のツアー
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で９月に初来日し，東京宝塚劇場で25回の公演
を行っている。この日本での公演の後，彼女の一
座が赴いたのは戦時下のヴェトナムであった3）。

３．妻の立ち位置──舞台と映画の違い

　2013年12月，アメリカの NBCが『ザ・サウン
ド・オブ・ミュージック・ライブ』（The Sound of 
Music Live）という，舞台版にもとづくテレビ版
を放映した。この番組は日本でも DVD化され，
簡単に視聴ができる。映画版に馴染んできた人々
は，この映像ソフトを視聴すると，驚く場面が
次々に出てくるはずだ。例えば，映画版でマリア
とトラップ家の子供たちが心を通わすことにな
る，雷鳴が轟くなか，彼女の寝室の場面で歌われ
る「私のお気に入り」（My Favorite Things）は，
舞台版ではトラップ家に家庭教師として派遣され
ることになったマリアの不安を和らげるために，
彼女と修道院長との間で歌われる。舞台版のマリ
アの寝室で歌われるのは，「ひとりぼっちの羊飼
い」（The Lonely Goatherd）である。また，修道
院を後にしてトラップ家に赴く道すがら，自己を
鼓舞するようにマリアが歌う「私には自信があ
る」（I Have Confidence）は舞台版には含まれて
いない。この歌はトラップ男爵とマリアがお互い
の気持ちを確かめ合う場面で歌われる「何かいい
こと」（Something Good）と共に映画版に追加さ
れた新たな楽曲である。映画版の制作当時，ハマ
ースタインは既に病気で死去していたため，追加
されたこの２曲の歌詞はロジャーズの手になるも
のだ。「何かいいこと」は，舞台版の「ありふれ
たカップル」（An Ordinary Couple）の差し替え用
の楽曲である。現在の舞台上演の際には，「私に
は自信がある」と「何かいいこと」が，歌われる
ことがしばしばある。ここで述べた以外にも，舞
台版と映画版では楽曲には差異があるが，両者の
違いは音楽の面に留まらない。
　映画版の脚本を担当したのは，映画版の『ウエ
スト・サイド物語』でも脚本を書いたアーネス
ト・レーマン（Ernest Lehman）である。『ウエス
ト・サイド物語』では，アーサー・ロレンツ
（Arthur Laurents）による舞台版脚本の文言をレー

マンは，非常に尊重している。しかし，『サウン
ド・オブ・ミュージック』の映画版脚本は，リン
ゼイとクラウスのオリジナルへの依存度が，かな
り低く，書き換えが顕著である。
　主役のマリアとトラップ男爵の性格あるいは位
置づけも，舞台版と映画版では印象がかなり異な
る。それを端的に表しているのが，幕切れの場面
である。舞台版ではメアリー・マーティン演ずる
マリアがトラップ一家を率いて山を登って行くと
いうフォーメーションでクライマックスを迎える
のだが，映画版では家族の先頭に立っているのは
トラップ男爵なのである。
　舞台版でマリアが一家の先頭に立つことは，オ
リジナルの脚本のト書きのなかに指示があり
（Hammerstein 149），単なる演出の上の問題では
ない。『サウンド・オブ・ミュージック』という
作品が，もともとメアリー・マーティンというひ
とりのプリマドンナのために制作されたという経
緯から，女性の主役にスポットが当たるような幕
切れになったという説明もできるだろう。しか
し，この幕切れの一家のフォーメーションについ
ては，考える場合に役作りのために実在のマリア
に会ったマーティンが，「一家は単にあの山を登
って逃れたのではない。彼女が彼らを押し上げた
のである」という言葉を残していることを忘れて
はならない（Martin 243）。つまり，オリジナルの
舞台版の幕切れで，トラップ男爵ではなく，マリ
アが一家の先頭に立っていたのは，実在のマリア
の家族内での立ち位置の忠実な表現でもあったの
である。
　映画版ではトラップ男爵の一家の長としての性
格が強調されている。物語の終盤で，亡命のため
に音楽祭の会場を逃れ，修道院の墓地に身を潜め
ている一家を，リーズルのボーイフレンドであっ
たナチのロルフが発見した場面における，舞台版
と映画版の違いからもそれが分かる。舞台版では
彼女の懇願によって，彼は一家の発見を知らせる
笛を吹くのをやめる。一方，映画版でロルフの行
動を押しとどめる（しかも，かなり高圧的に）の
はトラップ男爵なのだ。
　当初は参加を辞退するはずであった音楽祭で，
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一家が歌うことになったのは亡命の時間稼ぎのた
めであった。そしてまた，トラップ男爵を第三帝
国の海軍の任務に就かせるべく，彼の身柄を確保
しようと，屋敷にやってきたナチスの将校たちを
前にして，機転を利かせ，一度は辞退することに
した音楽祭へ参加するアイディアを思いつく人物
が２つの版では違うのである。舞台版ではマリア
であるが，映画版ではトラップ男爵なのだ。つま
り，舞台版ではあまり感じる取ることのできな
い，家族を守ろうとする頼りになる家長としての
男爵の姿が，映画版では強調されていると言え
る。そのような男爵の姿を，観客に決定的に印象
付けるのが，彼が家族の先頭に立って家族を率い
て山越えをしてゆく，前述の映画のクライマック
スのシーンなのである。
　舞台版と映画版の男爵像の違いが生まれた背景
には，後者でトラップ男爵を演じたクリストファ
ー・プラマー（Christopher Plummer）が，オリジ
ナルの舞台版の男爵像に不満を抱き，レーマンに
書き直しを求めたという経緯がある。監督のワイ
ズも舞台版の男爵像に深みが足りないと感じてい
たこともあり，この書き直しに同意をしていた。
プラマーにとって，舞台版の男爵は「恐ろしいほ
ど堅物」で，その性格にはあまり「中身」がない
ように思われたのだ。脚本を書き直すことで，男
爵をマリア・フォン・トラップと「同等」の存在
にすることを彼は望んだのである（Hirsch 41）。
　舞台版と映画版の間の男爵とマリアの関係の描
き方の違いを端的に示す点がある。それは，マリ
アのトラップ男爵の呼び方の変化である。両者と
も結婚前のマリアは男爵をキャプテン（艦長）と
呼ぶ。結婚後，舞台版のマリアは男爵をキャプテ
ンから，ゲオルク（Georg）と呼び方を変えるの
だが，映画版のマリアは男爵を三人称の「彼」と
呼び，ファーストネームで呼ぶことは１度もない
のである4）。マリアの回想録には，結婚を目前に
して，「彼をゲオルクと呼ぶことを覚えた」とい
う記述がある。このことからも分かるように，実
在のマリアは結婚後，男爵をファーストネームで
呼んでいた（Trapp 61）。男爵の呼称については，
舞台版における描き方がトラップ夫妻の実像に近

いのである。
　ではなぜ，映画版のマリアは男爵をファースト
ネームで呼ばないのか。それは，雇主と家庭教師
という両者の関係が，結婚によって夫と妻に変更
されても，その主従の関係に変わりがないことを
示すためであろう。映画版では，二人の関係は結
婚後も対等になることはないのである。映像面で
も，マリアがトラップ男爵の前に出ない絵作りが
されている。映画版の脚本を担当したアーネス
ト・レーマンは，男爵のファーストネームをマリ
アに呼ばせないことで，彼女の立ち位置を，映画
版のクライマックスの山越えの場面と同じよう
に，夫であるゲオルクの背後に置いたと言える。

４．誇り高き無職夫の葛藤？

　実在のトラップ家の人々は，『サウンド・オブ・
ミュージック』での彼らの家族の描き方が実態と
は異なっていることに強い不満を抱いていたこと
はよく知られている。彼らが最も不満に感じてい
たのは，トラップ男爵の描き方である。例えば，
長女のアガーテは自身の回想録のなかで，男爵を
「パパ」と呼び，「彼は冷たい表情で，ホイッスル
を咥えて子供たちに厳しく命令をするような海軍
の将校ではありませんでした。実際には，あらゆ
る面で私たちの幸せに心配りをしてくれる献身的
な父親だったのです」と書いている（von Trapp, 
Agathe 197‒98）。実在のトラップ男爵は，たしか
に優しい人であったようだ。残された家族の写真
のなかの柔和な表情からも，彼のそのような人柄
がしのばれる。
　ゲオルク・フォン・トラップは，1947年５月
30日に67年の生涯を終えている。それゆえ，彼
は『サウンド・オブ・ミュージック』の舞台も映
画も見てはいない。このミュージカルに描かれた
父親，そして夫の姿に，トラップ家の人々は口々
に異議を唱えたが，当のゲオルク自身が本作を観
たら，どのような反応をしただろうか。冷たい表
情でホイッスルを吹き鳴らして，子供たちを呼び
つけるような父親の姿に対しては，おそらく否定
的な反応を示すだろう。しかし，映画版に描かれ
たような，家族の先頭に立ち，毅然として妻や子
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供たち守ろうとする夫，そして父親の姿には，好
意的な思いを抱く可能性はあるように思われるの
だ。それは，実際のトラップ家のなかで，彼が担
っていた役割について再考しなければならない側
面があるからである。
　『サウンド・オブ・ミュージック』の解説のな
かで，全くと言ってよい程に，言及されることが
ないのだが，トラップ男爵はオーストリア海軍で
の活躍を記した『最後の敬礼まで』（Bis zum 
Letzen Flaggenschuss）と題された回想録を1935年
にザルツブルクの書肆から出版している。この本
は，長らく絶版であったが，ゲオルクとマリアの
孫娘によって英訳され，2007年に出版されてい
る。その孫娘のエリザベス・Ｍ・キャンベル
（Elizabeth M. Campbell）によれば，マリアもその
執筆作業を手助けしたらしい（von Trapp, Georg 
xix）。
　この回想録がいつ書き始められ，いつ完成した
のかは，はっきりしない。しかし，その執筆につ
いては，マリアの回想録のなかに言及がある。出
版よりも８年ほど前の出来事として，この回想録
の執筆が語られている。マリアのトラップ家での
家庭教師としての任期が残りわずかになった
1927年６月の半ば頃，男爵は彼女への結婚の申
し込みをしたのだが，そのエピソードの枠組みの
なかで言及されているのである。ある日，ゲオル
クが回想録を執筆中の部屋から３人の子供たちが
出てきて，マリアに大きな声で「お父様がおっし
ゃるには，あなたがお父様を好きかどうかわから
ないんだって」と叫んだらしいのである（Trapp 
57）。これが，子供を使ったゲオルクからマリア
への結婚の申し込みであった。
　ゲオルクは，その軍功によってマリア・テレジ
ア勲章騎士十字章を授けられたオーストリア =ハ
ンガリー帝国海軍の英雄であった。しかし，第一
次世界大戦で敗れ，海を持たぬ内陸の小国となっ
たオーストリアでは，海軍は無用の存在となり，
ゲオルクは働く場を失う。打ちひしがれた彼を支
えたのは，最初の妻のアガーテであった。しか
し，その彼女も７人の子供を残して，1922年に
猩紅熱がもとで没してしまう。その後のゲオルク

の様子は，マリアの言葉を借りれば，「命の半分は
海軍と共に死に，残りの半分のほとんどが，妻と
共に葬られたように思われた」という（Trapp 26）。
　海軍での仕事を失った後，ゲオルクは様々な仕
事に手を染めたらしい。しかし，どれも長くは続
かなかった。1926年の10月にマリアがトラップ
家に家庭教師としてやってきたとき，彼には定職
がなく，無職状態だったと言えるだろう。トラッ
プ家の生活を支えていたのは，ゲオルクの収入で
はなく，魚雷の発明者ロバート・ホワイトヘッド
（Robert Whitehead）の孫娘であるアガーテの遺産
であった。しかし，世界恐慌のなか，友人が経営
するオーストリアの銀行を助けるべく，ゲオルク
はロンドンの銀行に託していた一家の預金を移し
てしまう。そして，その銀行が1932年９月に倒
産してしまうのだ。トラップ家は彼らの生活の経
済的な基盤を失ったのである。
　ゲオルクの友人の銀行の倒産後，マリアは屋敷
で働いていた多数の使用人（1926年には20人ほ
どいた）の大半に暇を出し，収入を得るために下
宿人を置くことを始める。つまり，ゲオルクが
1935年に回想録を出版した時，一家の先頭に立
って，トラップ家の生活を切り盛りしていたの
は，祖国の銀行への多額の預金の移動という，義
を尽くしたとも言えなくはないが，世の情勢を見
誤った行為によって，家族を困窮に陥れた当のゲ
オルクではなく，マリアだったのである。このよ
うな当時の一家の状況を考えた場合，回想録の出
版は，マリアの家族を支えようとする精力的な振
る舞いの前に影が薄くなりがちになっていたゲオ
ルクの，誇り高きオーストリア =ハンガリー帝国
海軍の英雄たる己の存在を再確認し，それを周囲
に認めさせるための一種のパフォーマンスとも解
釈できるのではないか。
　1938年のナチスドイツによるオーストリア併
合の後，ゲオルクは第三帝国の海軍の真新しい巨
大な潜水艦の艦長への就任を丁重な文面の手紙で
打診される。舞台版の『サウンド・オブ・ミュー
ジック』では，この申し入れを受けたときのゲオ
ルクの反応は描かれず，一方，映画版では，ゲオ
ルクがそっけなく「彼らが海軍の将校への任命状
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を送ってきた」（曽根田 176）と，送られてきた
電報を片手にマリアに告げて，その要請をそっけ
なく拒絶するにすぎない5）。マリアの回想によれ
ば，第三帝国の海軍省からの届いた手紙を一読
し，ゲオルクは「非常に興奮した様子」で，それ
を彼女に手渡したそうだ。そして，ナチスのため
に働くという嫌悪感と仕事の受諾の間で揺れ動く
ゲオルクの様子が，この回想録の中に記されてい
る。
　　　これは，一生に一度のチャンスだ。……当
然，このような素晴らしい仕事は引き受ける
べきだ。……でも，ナチスのために潜水艦を
操作はできない。もちろん，だめだ，絶対に
だめだ。……しかし，引き受けないのはまず
いのではないか。とにかく，彼［ヒトラー］
が，今は国の長なのだ。私は海軍の人間だ。
私が熟知していて，うまくやれるのはこの仕
事だけだ。おそらく，これが神の意志なの
だ！……皆は私が子供たちの将来を考えるよ
うに望んでいる。それが危険にさらされてい
るのだ。どのように暮らすかも考えねば
……。（Trapp 122‒23）

ゲオルクは逡巡しつつも，結局，第三帝国からの
申し入れを拒絶する。この海軍省からの手紙を受
け取ったとき，トラップ家は家族の合唱団として
既に活動を始めていた。1936年の夏，高名なフ
ェスティヴァルに出演するためにザルツブルクに
来ていたロッテ・レーマン（Lotte Lehmann）は，
一家が前年の夏に屋敷を貸していたことを聞きつ
け，借用の依頼をしようと，トラップ家を訪問す
る。その際，この往年の名ソプラノは彼らの歌声
を耳にすることになる。そして，感銘を受けたレ
ーマンは，ザルツブルクで開かれるコンクールに
出場することを彼らに強く勧めるのである。そし
て，トラップ家の合唱団は，そのコンクールで見
事に優勝する。マリアの回想録では，庭で練習を
していた彼らの歌を，たまたまレーマンが耳にし
たことになっているが，アガーテによれば，マリ
アが彼女に彼らの歌を聴いてくれるように頼んだ
という（Trapp 104, von Trapp, Agathe 121）。マリ
アの積極的な性格を思えば，アガーテの記憶の方

が正しいように思われる。
　コンクールでの優勝後，一家の合唱団はラジオ
出演や，それを聴いたオーストリア首相クルト・
フォン・シュシュニック（Kurt von Schuschnigg）
からのウィーンでの演奏依頼などによって有名に
なり，1937年には国外へ演奏旅行に出るまでに
なっていた。このようなトラップ家の合唱団の音
楽水準の高さは，フランツ・ヴァスナー神父
（Father Franz Wasner）による訓練の賜物だった。
トラップ家の音楽活動を，その合唱団の結成から
1956年の活動休止まで支え続けたのは，ミュー
ジカルには登場しない，このヴァスナー神父なの
である6）。
　ヴァスナー神父は復活祭ミサを一家の私設のチ
ャペルで執り行うために司教からトラップ家に派
遣され，そのまま屋敷の下宿人となった人物だ。
神父は一家の歌声を耳にして，直ちにその優れた
素質を見抜き，訓練を始めたのでる。マリアはヴ
ァスナー神父の指導を「魔法」と形容し，彼が指
導を始めたころの思い出を大切にしていた。彼女
の回想録には「恋のあらゆる香りに満ちた，初恋
の時だった」という記述が見られるほどである
（Trapp 104）。マリアの回想録に記された，この
「恋」とは，音楽への恋のことなのだが，恋の対
象はそれだけだったのだろうか。
　ヴァスナー神父がトラップ家にやってきたのは
1935年のことである。この年，マリアとヴァス
ナー神父は合作で「二人」（“Zwei Menschen”）と
いう曲を作ったことが分かっている。マリアが歌
詞を書き，神父が曲をつけた。彼女が書いた歌詞
は「月明かりの下を二人が歩いている／リンゴの
花が咲き乱れ／花びらが雪のように，二人の頭に
降りかかる／鐘が遠くで鳴っている」というラブ
ソングを思わせるものである（Santopietro 13‒
14）。この歌が作られた同じ年に，マリアがその
執筆の手助けをしたゲオルクの彼の海軍の英雄時
代を扱った回想録も出版されている。単なる偶然
なのかもしれないが，マリアとゲオルクが二回り
も年齢差がある一方で，彼女とヴァスナー神父が
同年生まれということを知ってしまうと，下世話
な邪推を誘う符合ではある7）。
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　この本の出版が1935年のいつ頃なのかは，筆
者にはまだ分からない。仮に，この回想録の出版
が，ヴァスナー神父の存在がトラップ家の生活の
重要な一部になった春以降のものであったとした
らどうか。ゲオルクの回想録の出版のタイミング
が明らかになれば，マリアとヴァスナー神父との
関係，そして両者の姿を間近で見ていたゲオルク
の思いが，浮かび上がってくるのかもしれない。
　ゲオルクはロッテ・レーマンが，彼の家族はコ
ンクールに参加するべきだと主張したときに，反
対をしている。結局，一回だけということで，高
名なソプラノの説得に彼は折れたのだが，貴族出
身の彼にとって，人前で歌うなどということは，
威厳を損なう行為であり，言語道断であったの
だ。それゆえ，ゲオルクには音楽の素養があった
にも関わらず，演奏旅行などに同行し，マリアに
紹介されて舞台で挨拶をすることはあっても，一
家の音楽活動に加わることはなかった。彼は演奏
旅行の管理やスクラップブック作りなどを行い，
一家の音楽活動をサポートする裏方となったので
ある。（Maslon 39）。
　トラップ家の合唱団の活動が国外にまで広がり
をみせ，舞台の上で脚光を浴びながら，一家の生
活の屋台骨を支えるマリアと，舞台裏でそれを支
えるゲオルク。世間一般の夫と妻の役割が逆転し
たような状態であったと言える。このような関係
をゲオルク自身がどのように思っていたのかは想
像の域を出ない。しかし，確かなことは，夫婦逆
転のような生活を送っていた時に，第三帝国の海
軍省から，ゲオルクのもとに潜水艦の艦長への就
任の打診が届いたときに，彼が先方の申し出を即
座に拒絶したのではなく，逡巡し，受諾すらも考
えたということだ。
　なぜ，ゲオルクはナチスを嫌悪しながら，その
申し出を受け入れようとまでしたのか。かつての
海軍の英雄として，最新の潜水艦を艦長として動
かしてみたかっただけなのかもしれない。しか
し，それだけではなく，家族の生活を支えていた
音楽活動の裏方だった彼が，第三帝国の海軍省か
らの打診を，一家の家長としての矜持を取り戻す
チャンスと見なしたとしても不思議はないだろ

う。マリアの回想録に描かれた，ゲオルクのこの
打診を受けたときの興奮や，それを拒絶するまで
の心の揺れは，彼のそのような思いも示している
ように思われる。
　妻が表舞台に立ち，夫が裏でそれを支えるとい
うトラップ家の夫婦関係は，『サウンド・オブ・
ミュージック』のオリジナルのマリアを務めたメ
アリー・マーティンとリチャード・ハリディのカ
ップルも同様であった。彼らの生活を支えていた
のは，間違いなくブロードウェイのスターだった
メアリーの稼ぎである。マーティンの伝記などに
よると，『サウンド・オブ・ミュージック』がブ
ロードウェイの舞台で上演されていた頃，リチャ
ードは，アルコール中毒の状態で，人事不省に陥
ることもあり，酒を抜くために入院をしたりして
いたという。また，リチャードはメアリーのあら
ゆる面に事細かく干渉する束縛傾向の強い夫でも
あったようだ（Kaufman 207）。
　リチャードの酒の過剰摂取や妻を支配しようと
する態度の背後にあったのは，プリマドンナの夫
という立場からくるプレッシャーだったかもしれ
ない。さらに，彼らの夫婦関係には二人のセクシ
ュアリティの問題も影を落としていたように思わ
れる。メアリーの最大の当たり役であり，彼女の
お気に入りでもあったのは，女性の役柄ではな
く，ピーター・パン（Peter Pan）という少年の役
であった。メアリーはこの役をブロードウェイの
舞台のあと，３度にわたってテレビ放映用にスタ
ジオで演じている。異例のことである。それゆ
え，アメリカの人々にとって，メアリー・マーテ
ィンの名前はピーター・パンと分かちがたく結び
ついている。『ピーター・パン』の３度目の収録
と放映が行われたのは，メアリーがマリアとして
ブロードウェイの舞台に立っていた『サウンド・
オブ・ミュージック』の公演の期間中のことであ
った8）。 （つづく）

註

１） この２作は，外部からやってきた女性教師が，血
縁のない多数の子供どもたちを教育するという物語
の面の共通点もある。
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２） 実在のトラップ家の第一子は男子で，ミュージカ
ルでの設定のように，女子ではなかった。このよう
にミュージカルと実在のトラップ家では，兄妹の順
番，名前，年齢が変更されている。マリアとトラッ
プ男爵が実際に結婚したのは，彼女がトラップ家の
家庭教師になってからほぼ１年後の1927年11月26
日である。マリアは22歳，男爵は47歳だった。ミ
ュージカルの物語の時代として設定された1938年
には，彼らの結婚生活は既に10年を超えていた。
ミュージカルには登場しないが，1938年の段階で，
２人の間に誕生した２名の女児も加え，トラップ家
の子供の数は７名ではなく，９名に増えていた。

３） マーティンのツアーについては，彼女と関係の深
い NBC が Mary Martin: Hello, Dolly! Around the 
Worldと題された50分ほどのテレビ番組を制作し，
1966年２月７日に放映している。この番組は，イ
ンターネット上に非正規のものではあるが公開され
ているようだ。マーティンは東京で，救世軍の孤児
院を慰問しているのだが，その時，子供たちがペギ
ー葉山の作った日本語の歌詞による「ドレミの歌」
を彼女に披露している。

４） トラップ男爵のファーストネームの Georgは，ミ
ュージカル（映画版，テレビ版）では「ゲオルグ」
と発音されているが，慣例に従いドイツ語流の「ゲ
オルク」と表記した。本稿に登場するドイツ語圏の
人々の名前の表記についても同様である。なお，
「キャプテン」の訳だが，わが国では慣例的に「大
佐」と訳されているが，ゲオルクの実際の階級が少
佐であったことを考慮し，この小論では「艦長」と
した。

５） この映画のスクリプト版（正確にはテープ起こ
し。しがたって，掲載されているト書き風のものは
レーマンが書いたものではない）には，日本語訳も
掲載されているのだが，本稿に使用したのは拙訳で
ある。

６） マリアが子供たちに音楽を教えたという物語の展
開にするために，ミュージカル版ではその存在が消
されたのだろう。『菩提樹』『続・菩提樹』ではヴァ
スナー神父も登場する。

７） ドイツで発行されている，有名な週刊の全国紙
『ディ・ツァイト』（Die Zeit）のオンライン版（2012
年７月12日付）が，「トラップ一家──母と彼女の神
父」（“Famillie Trapp: Die Mutter und ihr Gottesmann”）
と題し，トラップ家の最後のタブーとして，両名に
関する記事を掲載したことがある。

８） このマーティン主演の『ピーター・パン』は，
1960年12月８日に放映された。現在，彼女がテレ
ビ用に３回（55年，56年，60年）演じたピーター・

パンのすべてを，映像ソフトで視聴できる。『サウ
ンド・オブ・ミュージック』の舞台に立っていた当
時の彼女の演技スタイルを確認する上で，貴重なド
キュメントである。
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